
R2年度 物流MaaS 進捗状況と今後の取組の方向性
 令和2年度は、物流MaaS勉強会とりまとめにおける3つの方向性（①トラックデータ連携の仕組み確立、②見える

化・混載による輸配送効率化、③電動商用車活用・エネマネ検証）に基づき、取組を推進してきた。

 令和3年度からは、実際にデータ連携の有効性を段階的に検証しつつ、データ連携との関係を意識した輸配
送の効率化に取り組む。さらに、電動化対応の必要性を踏まえ、一層重点的に電動車活用実証に取り組む。

本年度の取組成果・課題 今後の取組の方向性

① トラックデー
タ連携の仕
組み確立

•協調領域としてスモールスタートできる方向性として、安全性向上や人
手不足対応など、物流業界全体での共益的なユースケースを確認。

•ユースケースに照らして来年度から連携可能なデータを特定し、危険運
転挙動を横断的にプロットするハザードマップ生成に向けた調査を実施。

•トラックデータ連携については、本年度確認さ
れた方針に沿って実際に効果検証を実施しつ
つ、中長期的な日本版のデータ連携の在り方
も見据え、個社データの取扱について留意しつ
つ、関係省庁・事業者間で段階的に標準化等
の検討を進める。

•輸配送効率化については、中長期的な物流
自動化の動向も見据えながら、結節点の自動
化も視野に、一層の高度な実証を実施する。

•その際、本年度の成果や課題も踏まえ、取組
相互の関係を意識しながら、幹線・結節点・支
線の物流プロセス全体としての効率化に資す
るよう、一体的に各実証等を推進する。

② 見える化・混
載による輸
配送効率化

・トラックの荷台内へのセンサー設置等により、リアルタイムでトラック内
の積載状況を立体的に把握可能であることを確認（アイシン・エイ・ダブリュ

実証）。

・専用端末を通じて、特殊貨物に係る工場の出荷から顧客までの位置情
報を把握し、積載効率の向上が図れることを確認（三菱ロジネクスト実証）。

・これらの取組を、具体的な貨物のマッチングの仕組みへとつなげるべく、
今後、データ連携も意識した一層の全体最適的な高度化が重要。

③ 電動商用車
活用・エネマ
ネ検証

・軽貨物EVを独自開発し、ガソリン車との性能比較や車両価格・充電器
設置費用を踏まえたライフタイム経済性の分析を実施（ミツバ実証）

・EV普及と充電インフラ整備を一体的に進めるモデルエリアを構築し、共
同利用型の急速充電オペレーションモデル等を検証することで、当該成
立可能性を確認（東京電力ホールディングス実証）

・EVバスに適した運行オペレーションへの転換を可能とするエネマネシス
テムの構築における課題の解決策を整理。（みちのりホールディングス実証）

・商用車の電動化における課題（車両開発や
経済性、運用性等）の解決を目指し、来年度も
実証を通じて物流効率を悪化させない運用方
法や車両価格・充電インフラの設置費用軽減
に繋がるユースケースを構築していくことで電
動商用車の普及促進を図る。

※本年度の実証については、一旦R２年度で終了。来年度については、上記「今後の取組の方向性」も踏まえ、改めて事業者を公募の上、 採択予定。
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